
フローチャ- トによるアジ化ナ トリウムの火災 ･爆発危険性評価
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自助中のエ7,:ブダイ'/フレータ用ガス尭生剤の主要成分として注E]されているアジ化ナ ト

lJウムの火災 ･爆発危険性評価を.狂者らに上って先に准寮された実用的フt'-チ十一トに適

用して行った｡

ア･}化ナ HJサムは.小ガス炎及び赤免ユタ.･ム線との軸 で廿火するが.懲火性は拓くな

く.flや ･衝撃感度お上び祈撃着火性に関しては高感度物質ではない｡また.爆ごうおよび爆

伝を伝播 し軽いと推定される｡これらの括菜を7p-チ十-トに当てはめると.比較的安全な

物市に分析されるが.半官閉下及び密閉下での加点分解はかTz:り汝 しいことに注意する必要が

ある｡

I. はじめに

自己反応性物式は本来その性質上.故紙的エネル

ギー.懲火エネルギー.熱エネルギー,衝撃起爆エネ

ルギー帝が与えられると.条件によっては分解,爆発

を起こす糖雀的危険性を持っているl〉2).従って.災

膏を防止するためには.これらエネルギーに対する分

秤.爆発の感度と威力に関する知見を持て.安全確促

のために各Gn危険性に応じた対熊をたてる必葬がある｡

蝶番らは,先に実用的な蔽損系自己反応物方の火災

･爆発危換性評価のための7°-チャートを提案し3).

これを過酸化べ././イル純晶及び7596水田品に適用し

た括架について報告したl).

ここでは.自動坤のエ7′くッダイt/フレーク用ガス

尭生刑の主賓成分として利用されているアジ化ナ トリ

ウムをとりあげ.さきに堆奏したフF'-チャ-トに適

用して.丁ジ化ナ トリウムの火災 ･爆発危換性に関す

る色合的評伝を行った括柴について稚告する｡
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2.1 試 料

試料として用いたアジ化ナ トl)ウムは.増田化学㈱

製で,純度.99.6,∫.体前平均粒径84.lit,水分丘0.

068% (105℃.3時間乾燥)を用いた｡

2.2 紋験方法

就換装t臥 妖艶手放.計脚法および結果の評価法は

過酸化べ./I/イル11について述べた方法と同じである｡

3.括黒と考察
回1の7p-チャートに従って検射した結果を以下

に示 した｡

文鼓調査

換肘 1

構造式 :-N)の化学構造の爆発性原子団を含む無税

アジ化物である｡

畏 敬 :事故例が知られていが川).

検討 1の括蛤 :

アジ化ナ トtJウムは.危険性のある自己反応性物寅

の可能性がある｡

スクリーニング駄験

扶食 1打撃惑&駄験

JIS型落つい釈放洩 (落つい野丑5kg)を用い.飲

料丘約20喝の間接打撃の籍果.港南1mで10回の釈放

でいずれも不様であった｡

統裁 2SC-DSC賦験

SC-DSC測定は輪島沖取作所恥DT-40型DSCを用い
て試料丘約21喝.好色遺灰10℃/minで行った｡7ジ化

ナ トリウムの典型的なDSC曲線を図2に示す｡アジ

化ナ トー)ウムの分解開始温度 (TEkSC)の平均値は487

℃であ り,尭熱血 (QJX)の平均値は134caug{･あっ
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3ZI.0 ■El.0TemperattLreFig.2 TypicdSC-DSCoutputofso

ditm azide及び70%2.4-ジニトp

トルエンを伝爆性の境界とするEP直線のかな り下に位匠し.アジ化ナ ト

リウム単独の伝犠牲は無いであろうこと

が推定され827.洪敦3欝火世故験洪鼓3.IJ

Jtガス炎譜火性放散約3ml(平均3.1g)を半

球状の堆供物とした試料における小ガス炎の3秒間接触妖験

では.3回共非着火{･あった｡3回の10秒間凄放妖艶では.火炎を

僅してから部分的に燃焼

し,燃焼が拡大する場合と立ち消える場合が

あった｡10秒間接触妖輸結果 :1回日;1秒16秒後に全

部燃え尽きた｡2回El;2分36秒後

に未燃焼妖料を残して立ち消した｡3回日;3分

12秒後に全部燃え尽きた｡拭敦3.21000℃赤恥

ニクロム接譜火世故験約3ml(平均3,2g)を半

球状の堆墳物とした試料における赤熱ニグロ線君火性釈放の3

秒間接触筑輸{･は20秒以内に3回とも立ち消えした

｡3回の10秒間接触就鼓では.赤熱.=タpム線を離してから部分的に燃焼

し.燃焼が拡大する場合と立ち消えする

場合があった｡10秒間接触釈放結果 :I回ロ;

16秒後に立た消えした｡2回E);2分26秒挨{･全部消え

尽きた.3回El;1分31秒後で全部伝え尽きた

｡拭敦 4改量加

熱試験故急加熱釈放の結果.昏昔 レベルは50d

B以下であった｡換肘 2アジ化ナ トリウムの火炎

･爆発危険性は上記スクl)- こ 1/〆妖験の範鞘内では以下のようである｡

(1) 51喝の落ついで1m薄荷では鈍感すぎて湘定でき

なかった｡

(2)SC-DSCの結果から,物質単独の缶爆性はな

いと推定される｡(3) 着火牲試験の結果から.本物質は廿火す

ることはあるが,着火性は高くない｡少丑{･の燃

焼は赦しくない｡(4) 数量加熱鼓敦の結果から.加熱分

解は常圧下では敢 しくなく,起爆薬的性質は示さな

かった｡検討 2の括験7ジ化ナ トリサ.Lは,起爆薬的物質ではない

｡君火性,像克也に関 して低感度物

質とはいえない｡杖襲5小型ギャップ扶余杖敦5.1水

中小型ギャップ統裁試料孟0.3gの水中小型ギャップ釈

放{･は, 0号晋管接触で起爆されない｡拭散5.2雷管衝撃舟

火性BE鼓試料丑5gの雷管衝撃着火性妖艶では,次

の括朱が得られた｡()) 0号雷管接触では,上

部に火が耽寮されたが.栄反応物が残留 し.

就料全体には伝火しなかった｡(2) 0号雷 管挿 入

では, 火は蛾 察 されず , 栄反応物が残留し.試料全体

には伝火しなかった｡(3) 6号寵

管挿入では.火が観察されたが.未反応物が僅かに

残留していた｡拭鼓3(l) 衝撃起爆感度は,0号留管

接触で不倭である｡(2) 衝撃着火感度は.0号官管

接触{･表面に着火したが伝火せず未反応物が残留した｡

6号留℡挿入においても金玉反応せず残留物が

見られた｡換訂3の卓論:7.}化ナ トt)

ウムは.高感度物質ではない｡綿 6MkM弾動臼砲を用いた可変起爆剤

駄験7ジ



T8ble1 NetswinglengthofNaN3andTNTintheMkⅢballistic
mortartest

Samplemass:5gProjectilemass:3kg

Sample Tnitiati○n Netswinglength(也

)Nd 3 No.Odet.

+ 0Nd 3 No.6de

t.. 59NaN3 No.6det.+P

ETNO.6 73TNT.+

No.6det. 171T

NT No.6det. 169.Jet.:detonator.'+TN

T:TrinitrotoltJeneTable2 DataofPm aJldlog(dP
/dt)nLXforself-reacdyesubstancesint

hepressurevesseltestwithpressure-measuringdevice

Samplemass1gsubstance P.mx(ks/eta) log(dP

/dt)…NaN3 12.4 2.6

7MilledJ3P9) ll.9 3.36

BPO8) 5.3 2.96

D叩 ) 6.2 2.5

2AIBN8) 6.0 1.62ADCA8) 3.7 0.32BP:Blackpowder.BPO:Benzoylperoxide
.DPT:Dinitrtu pentamethyle

netetTW ine.AIBN:Az
od註sobutyronitrileADC

A:A血 iw bomamideの郵九を投射でき

なかった｡さらに起爆感度及びTNT当丑を粥べるために.6号雷管

および6号留管+PETN 0.6gで正味振れ僻を

調べた｡結果を衷lに示した｡館甘起爆感度は0号雷管

と6号雷管の間にあるが,6号常管から6号雷管+P

ETN0.6gで正味振れ輔が増加していることから

6号宙管では完全に反応していない｡また,アジ化ナトIJウムの爆

発威力は.計井上TNTの59/170-3596となる｡

拭故 TJE力容器K敦試料丑5gでオ1)7

ィス径9皿の消防法式圧力容昏試験では.2回の試鼓で

2回とも破裂板が破裂した｡また,妖料丑1gでの油

圧型圧力容欝試験○)による2回の平均の最大到達圧力 (P.a)及び愈大圧力上

昇速皮 ((uydt)相∫)の対数を他の自己反応性物質の

値と共に蓑2に示した｡蓑2より,7･}化ナト

1)ウムは発生ガス丑に関係する疲大判遠圧力がDPT

及びBPOより大きく.典色火藁とほぼ同等ICあり.また,ガス発生速度に関係する 叔大圧力上昇速度は.

DPTとBPOの中間にあることから.ガス発生丑及びガス発生速

度両者の点からアジ化ナ日)ウムの熱分解は赦しいとい

える｡放浪 8時間/圧力拭数時間/圧力筑敦における鉛

丹-けい素系譜火刑組成物1gでは着火しなかったので.

3gに増加して就奴を行ったが,魚拓圧力は10

0psiに達していなかった｡この時釈放容執こ兼反応物

が見られることから分解は一部に朝まっていて,着火性は

高くないといえる.検肘 4(り 砿管起爆感度は0号雷管と6号寓管の間にあるが.

全旦反応しているわけではない｡(2) 爆発威力は,TNTの約35%を

示す｡(3) 圧力容器中での半密閉下及び密閉下での加熱に上

る分解は激しい｡(4) 時間/圧力試験での着火性

は高くない｡換肘 4の括換:アジ化ナトt)ウムは圧力容器中での半密閉下及び奄

閉下での加執 こよる分解は激しい｡扶余 9Mk‖弾動

臼砲を用いた可変拭農丘扶畿短爆剤に6号雷管+PETN

O.6gを用いて.鉄料丑5gから20gまで5g間

隔で正味振れ幅を求めた結果を表3に示した｡筑料丑が1

0g以上{･は振れ稀の増加は観察されないことから.アジ化ナトlJウムは,爆ごTable3 R

esultsofthevariablesamp一etestuslngtheMkⅢballisticmortarforsodiumaZide

lnitiation:No.6detonator



うおよび爆燃を伝播したいと思われる｡ 4. 鞘 辞

拭敦 1050/60鉄管槻 木研究の実験に協力を項いた日本化薬㈱の池田健治

50/60鉄管鼓故は.試料丘が約 1.)･JHレと多く. 郎氏,宗野普之氏及び化薬7ク･/㈱の竹本英樹氏に感

不堪となった場合の残留物の処理が間項となる｡7ジ 封を申し上げる｡

化ナトLJウムは生体に対して再性があることが知られ

ており10).武験9の結果から爆ごうおよび爆燃を伝播

し難しい判断され,後処理の田無さが予想されたので

50J60鉄管-釈放を行わなかった｡

換肘 5

換肘5の括論 :

アジ化ナトリウムは,非伝爆性と推定される｡

アジ化ナトリウムの危険性評価の括捨

7ジ化ナトリウムは,小ガス炎及び赤熱ユタpム線

との撞姓で着火するが.少丘の燃矧 1披やか{･ある｡

打撃 ･衝撃感度および衝撃着火性に陶しては高感度物

質ではない｡半密閉下及び密閉下での加熱による分解

は,敢しい部類に属する｡また.爆ごうおよび爆燃を

伝播し難いと推定される｡これらの危険性評価結果を

フF'-チャートに当てはめると,比較的安全な物質に

分頬されるが.半官閉下及び密閉下での加熱分解はか

なり赦しいことに注意する必要がある｡

また.7ジ化ナトl)ウムは,分解して窒素ガスを発

生するとともにナ日)ウム金属を遊離し,このナト1)

ウム金属が二次的な災亨を発生する可能があるので.

分解生成物の二次的な危険性については別途検討する

必要があるだろう｡

文 献

I)書内患堆馬著,｢化学薬品の安全｣,大成出版社

(1982)

2)青田忠堆.田村昌三宿著,｢反応性化学物質と火

工晶の安全｣,大成出版社 (1988)

3)青田忠堆.･田村昌三,和田有司,矢葡英邸,黍沢

俊堆.細谷文夫,災害の研究.21,154(1990)

4)和田有司.矢埼英邸,黍沢虎雄,金子良昭,池田

萩之,平井析男,吉田忠雄,工業火薬.51(6).

372(1990)

5)L Bretherick,吉田息堆,田村昌三監訳,｢危険

物-ソドブック｣.九着 (1987)

6)平成2年11月12日四国新関

7)藤本康弘,安藤隆之,森崎 繋,工業火薬,51

(3),148(1990)

8)渡辺正俊,和田有司,松永珪裕,伊藤 要,田村

昌三.吉田忠雄,安全工学,27(5),274(1988)

9)黍沢俊雄,未発表データ

10) ｢アジ化ナトLJウム,防災指針 No.100｣,化

学と工業.42(ll),2072(1989)

-204- =薬火薬



EvaluationofFireandExplosionHazardsofSodiumAzide

accordingtoFlowchart

byToshioMATSUZAWA■,YujiWADA叫,HideoYABASHI州,YoshiakiXANEKO…

YoshiyukilKEDA… ●,MasamitsuTAMUm ''andTadaoYOSHIDA'''

InordertoobtainsomeinformadononthefireandexplosionhaLZardsofsodiumaEide.a

promisingcomponentEortheirlnatOrOEautomotiveairbags,Wehaveem inedaccording

tothepracticaI瓜Owchartwhichwassuggestedpreviously.

Asaresult.Werecognizedthatsodiumazidehadnothigh ignitabilitytosmallpsname

andhotnicromewire.aJldwasnotahigh sensitiyeEElaterialinregardtoimpact/shocksen･

sitiyenessandshockigmitability.Also,sodiumazidewasestimatedthatitwouldbediE･

BculttopropagateadetonationandarapiddehagTation.Accordingtothenowchart.

SodiumazideisclassifiedintoarelativesafematerialbutitdecomposesvlgOrOtISlywhenit

isheatedtndersemi-confinedandco血 edconditions.
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ofTokyo.3-IHongo7-Chome.Bunkyo-b.Tokyo113.JaFIan
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